
市
内
で
採
取
し
た
水
道
水
か

ら
微
量
の
農
薬
成
分
l
l
が
横
山
嘗

ね
た
件
で
富
岳
島
地
下
水
研

究
会
(
前
里
和
洋
新
城
替
玉

友
利
直
樹
共
同
代
表
)
毒
1

ら
と
勉
強
会
開
く
二

音
、
・
∴
、
i

」
二
〇

∴
喜
子

二

繕
懸
鞘
蕊

後
の
継
続
調
査
で
も
ネ
オ
ニ
コ

テ
ノ
イ
ド
系
と
フ
∴
三
一
ル
ビ
ラ

を
報
告

宮古一毎 日言辞 闇

2023年(令和5年)2月3日金曜日i

虚
業
関
係

「
ソ
ー
ル
系
の
農
薬
成
分
が
検
出

さ
れ
て
い
る
と
報
告
し
た
。
‥

.
同
会
は
「
複
合
汚
染
の
危
、

磯
。
慢
性
暴
露
に
よ
る
子
供
た

ち
の
健
康
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
」
と
改
め
て
警
鐘
を
鳴
ら

し
た
。
勉
強
会
に
は
約
0
0
人
が

参
加
し
た
。
・

勉
強
会
は
「
水
道
水
中
複
数

塵
薬
成
分
、
微
量
な
ら
安
全
-

か
?
」
と
の
テ
ー
マ
で
、
課
題

解
決
の
た
め
に
新
し
い
靂
業
の

方
向
性
な
ど
を
模
索
す
る
目
的

で
聞
い
た
。

.
調
査
は
2
0
2
ユ
牢
、
咲
中

川
湧
水
や
保
良
ガ
ー
、
平
良
下

里
の
水
道
水
な
ど
計
1
0
カ
所
で
一

実
施
。
主
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
に
申

い
ら
れ
る
靂
薬
の
成
分
が
検
出

さ
れ
た
。
同
会
は
水
道
水
に
つ

い
て
翠
6
.
月
か
ら
毎
月
、
平

良
下
草
(
袖
山
浄
水
系
)
と
城

辺
良
問
(
加
治
通
津
水
系
)
で

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
詞
歪
を
継
続
し

で
い
\
る
。
一
)
∴
∴
∵

「)

-
岡
H
月
ま
で
の
翻
番
で
高

薫
れ
の
場
所
か
ら
も
タ
ロ
チ
ア

㌻
ン
、
ジ
ノ
テ
フ
ラ
が
毎

月
検
出
さ
れ
て
埼
り
覆
合
汚
染

が
確
実
に
始
ま
ぞ
い
る
」
と
指

摘
し
た
。
ま
た
菖
百
島
市
の
耕
地

高
麗
は
国
内
の
4
0
α
分
の
巨

ば
す
ぎ
な
い
が
、
ク
ロ
を
誓
一

撃
ン
使
用
の
農
薬
は
全
国
出
荷

で
安
全
」
と
し
を
を
に
つ
い

で
「
安
全
と
安
心
柊
科
学
的

量
の
5
分
の
1
 
《
が
供
給
さ
れ
て

い
る
と
指
摘
し
た
青
倉
は
調

査
を
5
 
〇
月
ま
で
継
続
す
索
∵

∵
別
年
の
検
出
後
、
帝
が
車

掌
よ
り
大
幅
に
低
く
微
量
な
の
《

が
必
須
」
と
批

判
常
現
猛
の
国
内
基
準
に
つ
い
で

で
も
疑
問
視
し
た
。
∴


